
全学連は、2018～20年の改憲阻止決戦を、歴史

の帰趨をかける決戦として構えていきます。

改憲をめぐる攻防は当然、｢この国のあり方｣を

めぐる攻防です。何より、若者自身がコミットし

て、自分たちの現場から、自分たちで考えて立ち

向かうべき攻防であると思っています。

だから、大学キャンパスの中から改憲阻止の闘

いを巻き起こしていきます。そのために私たちに

求められていることは、団結の、そして共同性の
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改憲･戦争をとめる大学ストライキをやろう！

９月１日(土)～２日(日)
（（（（１１１１日日日日））））月月月月島島島島区区区区民民民民館館館館 （（（（２２２２日日日日））））笹笹笹笹塚塚塚塚区区区区民民民民会会会会館館館館
※１日は午前10時開始 参加費用＝1000円(会場代、資料代)



主流派に僕らが飛躍することです。

たとえば僕らは人間ですから、他の人と何か一

つのことを一緒にやったりして、一人ではできな

いことをやれるのは楽しいことです。私も六大学

野球の応援によく行ってましたし、みんなで一つ

のことをやるのはすごく楽しいんですよね。

たとえばオリンピック。日本の選手を応援する

一番わかりやすい｢資格｣が、日本国旗＝日の丸を

持つことだったりするわけです。誰も別に日本の

国旗が好きではないんですけど、でも持ってたり

するわけです。

僕らは、そうやって奪われている共同性を、学

生自治会の旗に、労働組合の旗に変えていかなけ

ればなりません。僕ら自身の力で、現場から、こ

の国のあり方をひっくり返す。そういう改憲阻止

決戦を、全学連は先頭に立って突き進みたいと思

います。京都大学、そして東京大学を先頭に、全

学連は新しい時代を切り開いていきます。すべて

のみなさん、ともに闘い抜いていきましょう！

ありがとうございました。


